




津 野 幸 人
※・ 佐 藤
※※・喜 安 光 男
※※
Hytometer of IBuckwheat as an lndicatOr of Air Po■ution
Yukindo TsuNOI T6ru SAT04* and ?【itsuo KIYASU掛
・ 助 ,s賜げ ノ1朔Lα夕ια′4砕‐ιθοJθp,Sp夕ヶαDぅヶ免ι RιsιαγθんrWS,励″,F肱脇,炒
げ スF肱協J物"9,駒肋房 Stta應り .
・・ Lαb伽肱り げ 浜囀 sじ力π9,物妙 げ Иμttι肋膨,Eカク し吻ぢυo/sぢ炒.
Suml■ary
lt is well known that the growth of buckwheat(Fagopyrum esculentum
Moench)is reSistant to inferior environmental conditons,but very sensitive
to a polluted atmosphere.  It is posible that buckwheat has favOrable char‐
acteristics as a hytometer for measuring air ponution.
Young plantt of back、vheat were grown in smallcups in a water culture,
Plant having three leaves were transferred tO different places, both in an
air polluted area and in an un‐po uted area,for a period of 7 days,in order
to compaire the Relative Growth Rate(RGR)at their setting places.The
buckwheat hytoineter for measuring air pollution,utilized the following sam―
ples for statistical significancei 20 plants with 4 cups per one place accord‐
ing to their coefficient Of variance of dry matter weight per pot
lt、vas observed thatthe RGR showed the values of 20-27% per day in
an un‐polluted place and Of 12-18%per day in a ponuted place.The results
of growth analysis based on dry matter increment after placement showed
that the RGR depressiOn was mainly owing to a decrease in the Net Assiin‐
ilation Rate and the Leaf Area Ratio was not sensitive for a poluted at―
mosphere  The Net Assi■11lation Rate depends on photosynthetic activity
of leaves, therefore, the NAR depression may be due to an inhibitiOn Of




























































第1表 l ppms02ガス3 分処理による幼植物の光合
成能力低下と葉の被害率
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34.6   94.6    130.0
23.4   81 7    120.0
1.5   79.2    100,0
43.9   64.8     81.9
0.8   67.0     95.4
-10.7  9,1  51.6
--55.1   17.3     55.1
- 8.4   54.2     57,3
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第2表 測定形質の変異係数 (CV,%) (1971)
8 月 2  6  日 9  月  2  8  日
無 肥 料 施   】巴
声 外 ガ ラ ス 室




















































5    8    11      15    18    21
播種后日数
第3図 純同化率の時期的変化 と】巴料条件の影響
注)記号は第2図と同 じ   (1971)
5    8    11      15    18    21
播種后日数
第4図 葉面積比率の時期的変化と月巴料条件の影響
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日後においても,その値に大差がなく,フラットな   として, さらにN区よりも高い】巴料濃度区をもうけ
経過をしていることが注目される。ソバの相対生長   たが,相対生長率はN区と大差なかった。このよう
率は,さきにあげた他の作物と比較しても,さして   なことからして,下カップに入れる養液濃度は, 1
後述する如く,測定期間におけるソバの葉面積比   異を強く受けるようであつては,この種の植物計と
率の変動幅は比較的少なく,相対生長率の低下は, しては失格である。最も望ましいのは,環境条件の
もっぱら純同化率の低下に起因している。この点が   差異による影響がなく,大気汚染だけを敏感にキャ
ソバを植物計として使用する場合の,最も大きな特   ッチしてくれるものが理想であることはいうまでも




















肥料条件によってどのように相対生長率が変動す   を調査 した。高温の場合は,ガラス室に置いたもの
るかを検討 した。実際問題として, 1週間程度の栽   であって,最高気温の平均は,34.2℃である。これ
培であれば,下カップに培養液を 350腿満たしてお   に対する対照区として,戸外 1こ置いたものは,最高
けば,水分補給の意味での養液の補給を行なう必要   気温の平均値が,30.3℃であり,約4℃の差異があ
はないのであるが,問題は,その内容である無機塩   る。最低気温は両者ともほとんど一致していた。こ
類が作物に吸収されて濃度が低下することが考えら   のような温度差が,相対生長率にどのように影響す
れる。】巴料濃度と相対生長率の関係を調べるための   るかを第3表で見てみよう。
試験は,第2図から第7図までで示 したように,N まず対照区の戸外とガラス室での相対生長率を比
区, N/2区, N/4区,およびO区(1972年はN/4   較すると,前者力遊2.2で,後者が20,4であり,大差
区なし)で構成されている。Nは大塚ハウス肥料の   のない値である。遮光区を両条件で比較してみても
800倍の濃度,N/2はその1/2, N/4は標準(N) 大基のない値である。全般的に見れば,戸外対照区
の1/4である。O区は無】巴料で,水道水のみで栽培  が最も高い値を示し,高温条件下で, しかも逃光条
第3表 相対生長率に及ぼす高温と遮光の影響 (1971)
項 目
戸 外 ガ  ラ  ス 室
照 遮 光 遮 光
相 対 生 長 率 %/日
純 同 化 率 m9/clY 7日













注)    最高気温 最低気温  逃光率=50%
戸  外  30.3  21.3



























































































































伊予農業高校 (Wl) 207 な  し 伊  予  市
伊予農業高校 (W2) 1,064 1_0650,219な  し
松 前 町 (W2) 0.9020.235 軽 工 場 附 近
大 可 賀 (W2) 784 0.8580.221 甚 工  場  前
松山市一番町 (W2) 637 0,7060.225 甚 交  さ  点
注)2ポット8本につき調査,単位は第4表に同じ。期間8月23日～8月30日











































































階 級 区 分
単 位
1 2 3 4 5
相 対 生 長 率
葉 面 積
純 同 化 率


































































相 対 生 長率 葉 面 積 純 同 化 率 葉面 積 比 率
















































? 計 100,0 100.0 100.0 llXl.0
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